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『CINEMAS+』とは？

ABOUT CINEMAS+



「映像作品」は、ほんの10年前と比べても
信じられないほどの数が生み出されています。
気軽に楽しむことができ、誤解なくいうと、
どんどんと消費もされていく。
大ヒットも生まれれば、人知れずに終わっていく作品もある。
“なんとなく”の感覚ですが、
ビジネス上、マーケティングされると作品は均一化
されていってしまう 側面もあることは、否めません。
ただ、今も昔も、その作品によって、心を動かされ、
そして人生を豊にしている人たちも事実であると思います。
そんな作品との出会い、マッチングを、
情報と有益なコンテンツにより、
CNEMAS+では 提供していきたいと考えています。

ABOUT  CINEMAS+

カルチャーへの深度を、より深く。



ユーザーペルソナ

・生活の中で映画、ドラマなどエンタメコンテンツに割く時間の割合が高い
・コンテンツ情報を積極的に集める能動的情報収集者
・知的好奇心旺盛でSNSやWeb媒体を使いこなすインフルエンサー層

・Aさん

・Cさん

・三軒茶屋在住/配偶者なし/WEBデザイナー
・映画鑑賞、古着屋巡り

価値観
・マガジンハウス系カルチャー誌が、
価値観の形成に多大な影響を与えている

・旅行好きで、年に 2～3回行きたいと思っている
・いまは都内在住だが、将来的には
地方に移住したい

・下北沢在住/配偶者なし/広告系プランナー
・読書、博物館・美術館来訪

価値観
・情報感度が高く、カルチャー情報を広く
いろんな情報を知っている

・社会課題に対して人並み以上に興味がある。
友人と会ったときは議論をすることも。
しかし 実際にコミュニティーや活動に参加し
ているわけではない。

・Bさん

・Dさん

・目黒在住/配偶者なし/IT企業広報
・ドラマ鑑賞、YouTube

価値観
・他人と競い合うようなスポーツはあまりしないが
ヨガや散歩など、自身と向き合う運動はすること
もある

・仕事とプライベートのオンオフをはっきり分けて
いて、家での自分時間を大事にしている。

・葛西在住/配偶者あり/WEBエンジニア
・キャンプ、カメラ

価値観
・広いコミュニティを持っており、友人達と趣味
や仕事の話で盛り上がる時間を大切にしている。

・お金には困っておらず、仕事とプライベートど
ちらも両立できているため、月に 1万円以上は趣味
にお金を使っている



12.4%
18-24歳

24.8%
25-34歳

27.4%
35-44歳

18.3%
45-54歳

10.5%
55-64歳

6.4%
65歳以上

WEB SITE DATE

2023年3月時点の情報を参照

女性男性
45.9% 54.1%

男女比

年齢層

月間PV

約 5,000,000pv

月間PV

約 2,000,000ユーザー

「心を震わすカルチャーとの出会いを。」をコンセプトに、CINEMAS＋のPAPER MAGAZINE。

CINEMAS＋が見て欲しいと思う映画、ドラマ、アニメなどの映像コンテンツを中心に

WEBで６年間培った編集力でお伝えしていきます。

このコンテンツが溢れる時代に特集力、コラムなどでより深く作品を楽しめる提案を読者に対してしていきます。

デバイス比較

87.6% 10.0% 2.4%

配信先



サイトコンテンツのご紹介

1 TOP

2 PICK UP!

CINEMAS+最新の注目記事を掲載

コラムやインタビュー、レポートなど読み応えある
記事コンテンツや、ニュース、PR記事の中から編集部が
おすすめする記事を掲載。

3 SPECIAL

カルチャーをより深く楽しむことができる
オリジナル特集記事を読者に届けます。

4 COLUMN

編集部独自の目線で綴るオリジナルコラム。
1記事だけでは伝えきれない本質的なメッセージを
文脈を作りながら発信



サイトコンテンツのご紹介

インタビュー記事では、俳優・声優・お笑い芸人
制作陣・文化人まで幅広いジャンルの記事を掲載。
オリジナルの写真と文章で読者に届けます。

インタビュー記事

作品について演者の声を引き出し、
読者に共感と発見のある
読後感を与えます。

「零落」斎藤工
インタビュー記事

文化人インタビューを掲載。
より深くカルチャーを知り、

楽しめる機会を読者に提供します。

デジタルイベント展制作者
対談インタビュー

case.1 case.2

映画・ドラマ・アニメ・お笑い・MVなどの
あらゆる映像作品に対して、独自の切り口によるコラムを掲載。
読者の心をくすぐり、共感を呼ぶ内容をお届けします。

コラム記事

映画の魅力を様々な切り口で
紐解くことで、

作品をより深く紹介。

｢ちひろさん｣から得る
”寂しさ”への対処法

様々な業界人が実際に
コラムを執筆し、

よりコアな映画紹介を提供。

『人生を変えた映画』
特集記事

case.1 case.2



事例紹介

記事実績

ジャンル問わず作品をより深く掘り下げる記事作りで
月間平均200万pvを超えるアクセスを記録

33万pv 23万pv 20万pv

15万pv 4万pv 2万pv

映画レビュードラマ解説/考察ドラマ解説/考察

アニメレビュー インタビュー記事 オリジナル特集記事



キャスティング実績

ご要望によって、CINEMAS+と繋がりのある
著名人や文化人をキャスティングした特集記事を制作。

広告主様の作品や商材のブランディングをサポートします。

中村倫也 成田凌 西野七瀬 鈴木伸之 福原遥

草なぎ剛 稲垣吾郎 森田剛 空気階段 ダイアン

etc

…



広告枠のご案内

ADVERTISING



PR記事ーコラムタイアップ記事作成プラン
広告掲載

料金 100万円（グロス）

想定PV 8,000pv

制作ページ数 2~4ページ

レポート項目 PV/Click数/CTR

SNSでの拡散 Twitterで1記事につき1回投稿

1回の撮影で、連載記事を3本～作成。
記事全体を関連付け連載としてみせることが可能。
※回数や内容は要相談

人生を学べる名画座

『ジャネット』解説：ヘドバンする若きジャンヌ・ダルク
から見えるもの
REGULAR／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

弘兼憲史人生を学べる名画座 Vol.��｜ 『シンドラーの
リスト』｜「努力すればもう一人救えたのに」
REGULAR／COLUMN

VIEW ALL

VIEW ALL

By 北村有　����年�月��日

弘兼憲史人生を学べる名画座 Vol.��｜ 『アパートの鍵
貸します』｜「女房持ちとの恋にマスカラは禁物」
REGULAR／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

金曜映画ナビ

人生で大切なことを教えてくれた、女の子が主人公のア
ニメ“� 選”
REGULAR／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

＜解説＞『シェアハウス・ウィズ・ヴァンパイア』モキュ
メンタリーの魅力｜『 ソー：ラブ＆サンダー』公開記念
REGULAR／COLUMN

VIEW ALL

By 北村有　����年�月��日

＜ホラー映画＞『炎の少女チャーリー』ブラムハウス作
品の“強さ”
REGULAR／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

乃木坂週刊映画

乃木坂 �� 能條愛未、映画『アナベル 死霊館の人形』と
『死霊館 エンフィールド事件』の恐怖を語る
REGULAR／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

乃木坂 �� 能條愛未、名作『シックス・センス』を見た
率直な感想
REGULAR／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

乃木坂 �� 能條愛未『ザ・リング リバース』の恐ろしさ
と面白さを語る！
REGULAR／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

REGULAR 連載記事

SPECIAL 特集記事

ニューシネマ・アナリティクスS

〈台湾ホラー〉台湾映画の歴史とそこから生まれたホラ
ー映画 � 選
SPECIAL／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

打ち切りと聞いてモニタを破壊しそうになった海外ドラ
マ ～そんなことより『呪詛』観ました？～
SPECIAL／COLUMN

VIEW ALL

VIEW ALL

By 北村有　����年�月��日

〈台湾ホラー〉台湾映画の歴史とそこから生まれたホラ
ー映画 � 選
SPECIAL／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

VOD GUIDES

「僕のヒーローアカデミア」The “Ultra” Stage 出演キャ
ストコメンタリー配信決定
SPECIAL／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

『パラサイト』�/��Amazon 先行、�/��BD/DVD 発売決
定！
SPECIAL／COLUMN

VIEW ALL

VIEW ALL SPECIAL

By 北村有　����年�月��日

『ピクセル』の小ネタを徹底解説！レトロゲーム愛に溢
れている理由はこれだ！
SPECIAL／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

BiSHの全てS

BiSH 短編オムニバス映画インタビュー：セントチヒロ
・チッチ「こういうときだけは強運なんです」
SPECIAL／INTERVIEW

By 北村有　����年�月��日

BiSH 短編オムニバス映画インタビュー：ハシヤスメ・
アツコ「忘れていた怒りを思い出させてくれた」
SPECIAL／INTERVIEW

By 北村有　����年�月��日

「子どもの頃の構想を具現化できた」BiSH プロデュー
サー・渡辺淳之介が送る“問題作”
SPECIAL／INTERVIEW

By 北村有　����年�月��日

VIEW ALL SPECIAL

PICK UP! 注目の記事

「やんごとなき一族」最終回：女
たちは深山家のヒーローだった…
最高のハッピーエンド
����年�月��日

「ちむどんどん」第 �� 回：「なん
で俺じゃなかったのか」と傷心の
智（前田公輝）を歌子（上白石萌
歌）が慰める。早く歌子の気持…
����年�月��日

「仮面ライダーリバイス」「暴太郎
戦隊ドンブラザーズ」夏映画がす
ごすぎた！ネタバレ満載でレビュ
ー
����年�月��日

「やんごとなき一族」最終回：女
たちは深山家のヒーローだった…
最高のハッピーエンド
����年�月��日

「ちむどんどん」第 �� 回：「なん
で俺じゃなかったのか」と傷心の
智（前田公輝）を歌子（上白石萌
歌）が慰める。早く歌子の気持…
����年�月��日

「仮面ライダーリバイス」「暴太郎
戦隊ドンブラザーズ」夏映画がす
ごすぎた！ネタバレ満載でレビュ
ー
����年�月��日

「やんごとなき一族」最終回：女
たちは深山家のヒーローだった…
最高のハッピーエンド
����年�月��日

「やんごとなき一族」最終回：女
たちは深山家のヒーローだった…
最高のハッピーエンド
����年�月��日

「ちむどんどん」第 �� 回：「なん
で俺じゃなかったのか」と傷心の
智（前田公輝）を歌子（上白石萌
歌）が慰める。早く歌子の気持…
����年�月��日

「仮面ライダーリバイス」「暴太郎
戦隊ドンブラザーズ」夏映画がす
ごすぎた！ネタバレ満載でレビュ
ー
����年�月��日

BiSH 短編オムニバス映画インタビュー：ハシヤスメ
・アツコ「忘れていた怒りを思い出させてくれた」
REGULAR／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

「やんごとなき一族」最終回：女たちは深山家のヒー
ローだった…最高のハッピーエンド
DRAMA／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

BiSH 短編オムニバス映画インタビュー：ハシヤスメ
・アツコ「忘れていた怒りを思い出させてくれた」
DRAMA／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

〈台湾ホラー〉台湾映画の歴史とそこから生まれたホラ
ー映画 � 選
REGULAR／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

〈台湾ホラー〉台湾映画の歴史とそこから生まれたホラ
ー映画 � 選
REGULAR／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

「やんごとなき一族」最終回：女たちは深山家のヒー
ローだった…最高のハッピーエンド
DRAMA／COLUMN

By 北村有　����年�月��日

SPONSORED

SPONSORED

人生を学べる名画座

人生を学べる名画座

人生を学べる名画座

BiSH 短編オムニバス映画インタビュー：
セントチヒロ・チッチ「こういうときだけ
は強運なんです」

BiSH短編オムニバス映画インタビュー
：モモコグミカンパニー「吹っ切れた
原動力は怒りでした」

BiSH特集

SPECIAL／INTERVIEW

By 北村有
����年�月��日

SPECIAL／INTERVIEW

By 北村有　����年�月��日

BiSH特集 BiSH特集 BiSH特集 シンウルトラマン

BiSH 短編オムニバス映画インタビュー：
ハシヤスメ・アツコ「忘れていた怒りを思
い出させてくれた」

SPECIAL／INTERVIEW

By 北村有　����年�月��日

「子どもの頃の構想を具現化できた」BiSH
プロデューサー・渡辺淳之介が送る“問題
作”

SPECIAL／INTERVIEW

By 北村有　����年�月��日

『シン・ウルトラマン』解説｜なぜそんな
に人間が好きになったのか？
SPECIAL／COLUMN

By 北村有　����年�月��日SPONSORED
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NEWS SPECIAL CINEMA
TOPICS

ログイン

DRAMA ANIME REGULAR MUSIC OTHERS

Meet a Wonderful Culture!  Alternative Pictures Magazine
＃BiSH 特集　＃鬼滅の刃　＃シンウルトラマン　＃ジブリ　＃呪術廻戦

Meet a Wonderful Culture!  Alternative Pictures Magazine

ログイン

NEWS SPECIAL CINEMA DRAMA ANIME REGULAR MUSIC OTHERS

・
・
・

連載記事3本～

※キャスティングが必要な場合は別途ギャランティが発生致します
※記事や画像の転載、二次利用には別途費用が発生致します
※記事内にPR表記、広告主体明記を行います
※遠方への取材につきましては、別途費用がかかります



PR記事ーPV保証プランA
広告掲載

料金 200万円（グロス）

PV保証 30,000pv （掲載後1ヶ月以内）

制作ページ数 1記事2ページまで

レポート項目 PV/Click数/CTR

SNSでの拡散 Twitter広告配信50万円

PRテーマに合わせて、多くの読者にリーチ可能な記事を作成。
自社SNSアカウントでの発信と広告配信により3万PVを保証。

※キャスティングが必要な場合は別途ギャランティが発生致します
※記事や画像の転載、二次利用には別途費用が発生致します
※記事内にPR表記、広告主体明記を行います
※遠方への取材につきましては、別途費用がかかります



PR記事ーPV保証プランB
広告掲載

料金 150万円（グロス）

PV保証 20,000pv （掲載後1ヶ月以内）

制作ページ数 2~4ページ

レポート項目 PV/Click数/CTR

SNSでの拡散 Twitter広告配信25万円 -6,250click保証

PRテーマに合わせて、多くの読者にリーチ可能な記事を作成。
自社SNSアカウントでの発信と広告配信により2万PVを保証。

※キャスティングが必要な場合は別途ギャランティが発生致します
※記事や画像の転載、二次利用には別途費用が発生致します
※記事内にPR表記、広告主体明記を行います
※遠方への取材につきましては、別途費用がかかります



PR記事ー通常掲載プラン
広告掲載

料金 30万円（グロス）

制作ページ数 2~4ページ

レポート項目 PV/Click数/CTR

PRテーマに合わせて、多くの読者にリーチ可能な記事を作成。
自社SNSアカウントでの発信などを通して、
CINEMAS+読者にリーチ。

※キャスティングが必要な場合は別途ギャランティが発生致します
※記事や画像の転載、二次利用には別途費用が発生致します
※記事内にPR表記、広告主体明記を行います
※遠方への取材につきましては、別途費用がかかります



様々なソリューションのご案内

SOLUTIONS



メディア in メディア制作運営 -プラン一例
ソリューション

CINEMAS+サイト内に独自テーマのオウンドメディアを制作
メディアの独占協賛として、企業やブランドの発信や、サービ
ス・製品などのプロモーションを継続的に行います。

料金：550万円～（初期）／ 200万円～（運用）

※ネット料金になります

※キャスティングが必要な場合は別途ギャランティが発生致します

※メディア構築費：ドメイン・SSL設定、サーバー初期設定費を含みます

※CINEMAS+内構築になるため、レイアウトや表示ロジックなどはCINEMAS+仕様に

準じたものになります

※記事フォーマットにつきましてもサイトレイアウトと同様にCINEMAS+に準じたものになります

※メディア権利はCINEMAS+に帰属し、契約終了後もCINEMAS+にて

運用を続ける可能性がございます

※サイト内に広告主体明記を行います

※KPI設計についてはお打ち合わせでヒアリングさせていただいた後にご提案いたします

※記事や画像の転載、二次利用には別途費用が発生致します

※遠方への取材につきましては、別途費用がかかります

※特殊フォントや特殊素材、イラスト制作等が発生する場合別途費用がかかる場合があります

PRテーマに合わせた
オリジナルオウンドメディアを制作



イベント制作 -プラン一例
ソリューション

PRテーマに合わせて、多くの読者にリーチ可能な
イベント企画を立案し集客や実施まで行います。
（グッズ制作～ECサイトの構築から販売運用まで可能）

料金：1000万円～

告知：雑誌掲載、WEB特集・レポート記事作成、SNS投稿

アクリルスタンド
各￥1,500 / 全種セット¥4,500

サイズ：スタンド H130×W60mm / 座り H90×W60mm　

※単品はランダム仕様です。中身はお選びいただけません。
   セット販売で全てがそろいます。

※単品はランダム仕様です。中身はお選びいただけません。
 A&B セットを合わせて全てがそろいます。

※単品はランダム仕様です。中身はお選びいただけません。
   セット販売で全てがそろいます。

サイズ：A4

サイズ：直径 44mm サイズ：A5 サイズ：H50xW30mm

サイズ：フリー（L） サイズ：H600xW390mm サイズ：H140xW200mm

サイズ：63×88mm

各￥300 / 全種セット¥4,500
各￥700

クリアファイル
トレーディングカード

缶バッジ
各￥500 / 

Aセット（5種）, Bセット（5種 )  各¥2,500
各￥800￥1,500

ステッカーセット アクリルキーホルダー

Tシャツ
各￥3,000

￥1,500

￥2,100
トートバッグ

ポーチ

レプリカサイン入り

全 3種 ランダム /セット

全10種 ランダム /セット

全16 種 ランダム /セット全 3種 

全 3種 

購入1万円ごとに
マスクケース を
プレゼント !

※価格は税込表記です ※デザインは変更になる可能性があります

ランダム /セット サイズ：直径 44mm0種 ランダム /セットランダム /セット
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【 [Up Poompat 1st Fan Meeting in Japan [POP UP] 】
タイ人人気俳優Up Poompat日本向けファンミーティング制作・運営

※ネット料金になります

※キャスティングが必要な場合は別途ギャランティが発生致します

※制作費は内容によって変動する場合がございます



映像制作 -プラン一例

CMからWEB動画、SNSコンテンツまでGEEKPICTUERSならで
はの制作力で全てのジャンルの映像制作のご要望にお応えする
ことが可能です。

料金：要相談

告知：雑誌掲載、WEB特集・レポート記事作成、SNS投稿

【WEB プロモーション動画制作】
Pen magazine/Color of Japan「日本の魅力、再発見」

【YouTube コンテンツ制作】
研音/天海祐希・山崎育三郎ドライブ

【CM 映像制作】
ユニクロ/ 「みんなのワイドパンツ篇」

T V - C M
広 告 映 像

映 像 美 術
空 間 デ ザ イ ン

S N S
コ ン テ ン ツ

C G / V F X

W e b
プ ロ モ ー シ ョ ン

映 像

ソリューション

※キャスティングが必要な場合は別途ギャランティが発生致します

※制作費は内容によって変動する場合がございます



パンフレット制作 -プラン一例
ソリューション

PRテーマに合わせて、高いクオリティのパンフレット制作を
編集から印刷、配送まで行います。
（ECサイトの構築から販売運用まで可能）

料金：300万円～

告知：雑誌掲載、WEB特集・レポート記事作成、SNS投稿
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赤江珠緒　

「いつかラジオの世界にしっかりと触れたい」
先輩の姿に描いた憧れ

沢悠里さんにも「変わった名前の番組が始ま
るぞ（笑）」と言われたり、人によっては「下
ネタみたい」と言われたりもしました（笑）。

自由を求めて
ラジオの世界へ

──当時、赤江さんは朝のテレビ番組『スー
パーモーニング』（テレビ朝日）も担当され
ていましたが、帯番組がもうひとつ増えるこ
とに不安はありましたか？
　ありました。帯番組がもう一本増えると体
力的には勿論、仕事と生活のバランスを保つ
のは難しいだろうと。両親にもすごく反対さ
れましたね。『スーパーモーニング』の準備
だけでも大変なのに、そこに帯番組をもう一
本担当するのはかなりハードで「何をそんな
に背追い込むんだ」という感じでした。　た
だABCに勤めていた時の私はテレビの仕事
が多くて、ラジオの経験はあったものの、あ
まりラジオの経験を積むことができなかった
ことに心残りがあったんです。ABCでラジ
オ番組を担当しているアナウンス部の先輩達
が、いつも楽しそうに仕事をしていたので「い
つかラジオの世界にしっかりと触れたい」と
いう気持ちが根底にあったんですよね。だか
ら、TVの仕事を辞めてでもやってみたい仕
事でした。
──絶好の機会だったんですね。『たまむす
び』が始まった頃の一日の流れを教えてくだ
さい。
　あの頃は朝4時半起きで、5時半にはテレ
ビ朝日に入っていました。打ち合わせをして
8時から生放送が始まり、10時に終わってそ
の後反省会があって、急いで一度家に帰って
昼ご飯を食べて12時前にTBSに入っていま
した。『たまむすび』の放送が終わって夕方
何もなければそのまま帰りますが、日によっ
ては別のテレビ番組「この差って何ですか？」
などの収録もあり、毎日4時間半の生放送プ
ラスαで1日の大半が局内。帰宅後は夜の

ニュース番組を観たりゲストの方の本を読ん
だりしても、遅くとも10時半には寝ないと、
帯なのでまた次の朝が来てしまう、そのくり
返しという感じです。
──すごいですね！
　今思うと自転車操業でしたね（笑）。ただし
朝の番組と『たまむすび』を両方担当してい
た頃は「大変だった」というよりは「やりたかっ
たラジオを始めて、何が私にはできるんだろ
う？」ということに必死で、あっという間に
時が経つ感じでした。どうしてもスタジオ以
外の景色を見る機会は減ってしまいますので、
『モーニングバード』（テレビ朝日）で共演し
ていた羽鳥（慎一）さんや『たまむすび』のパー
トナーの皆さんから、ほかの仕事で起きたエ
ピソードを聞くことが息抜きになっていたり
も。もしもラジオをひとりで担当していたら
気持ちが持たなかったかもしれません。

10年経っても
正解が分からない（笑）

──『たまむすび』が始まった頃と10年が
経った現在とで赤江さんご自身が変わったと
思うところは？
　どうですかねぇ～。10年経った今でも何が
正解なのか正直分からないまま喋っています
（笑）。毎回どんな番組になるか分からないか
ら、今日はどちらに転がっていくんだろうと
いう期待と危うさの両面が私自身あります。
日 「々これでいいんだろうか？」とは思って、
相変わらずジタバタもがいていますね。（笑）
──ラジオとテレビとの違いについて赤江さ
んはどう感じましたか？
　飲食店に例えるなら、テレビは大きなレス
トラン。ラジオは個人経営の地元密着のお店
でしょうか。テレビはスタッフの人数が多く
分業制です。材料を調達する人、シェフ、ワ
インソムリエなどさまざまな専門のスタッフ
がいて、私のような司会者は、沢山の人の手
を通して作ったお料理をお客様に紹介した

土壇場で決定した
番組タイトル

──改めまして『たまむすび』10周年並びに
「たまむすび in 武道館 ～ 10年の実り大収穫
祭！」開催おめでとうございます！
　ありがとうございます。
──そもそも『たまむすび』というタイトル
になった経緯を教えてください。
　初めに初代プロデューサーの池田さんから
提示されたタイトルは『あかおび』でした。
私が柔道をしていたことと、玉さんの本名も
「赤江」ということに掛けてありました。紅
帯は柔道の最高段位でもあるということで。
ところが『あかおび』というタイトルは私に
はいまいちピンとこなかったんです。私はど
ちらかといえば「赤江」よりも「珠緒」を名
前はイジられるほうが多かったのと、金曜日
を担当してくれる玉さんも「たま」がついて
いるから「たま」に掛けたほうがいいな～っ
てなったんですよね。
──確かにそちらのほうがしっくりきそうで
すね。
　ところが既にその時点でゆっくりと考える
時間はなくて、番組名を確定、公表しないと
いけない時間が迫っていたので、池田Pと大
急ぎで辞書をめくりながら「たま」がつく言
葉を探しました。そのうち「玉結び」という
言葉が目に止まって「『玉結び』がいいんじゃ
ないですか？」と意見が合って『たまむすび』
が誕生しました。番組とリスナーを糸の「玉
結び」のように繋ぎ止める意味合いをイメー
ジしたんです。
──タイトルが発表された当時は「不思議な
響きのタイトル」と言われていましたね。
　そうなんですよ。TBSラジオの番組には『生
島ヒロシのおはよう一直線』とか『森本毅郎
スタンバイ！』といった躍動感のあるタイト
ルが多かったし、ひらがなで一言だけという
のが珍しかったのではないでしょうか。 大

INTERVIEW た ま む す び C O L U M N

　先日、『たまむすび』の番組スタッフさんから、ある絵画作品の解説
を頼まれました。軽い気持ちで作品に目をやると、そこにあったのはア
ンフォルメル（※）の抽象絵画でした。
（※フランス語で、『非定形なるもの』の意。理性では捉えられない意識下の表現を試みた、

第二次大戦後のパリを中心とした前衛的絵画運動）

　激しい筆致。画面全体から発せられるパッション。ハンス・アルトゥ
ングか？はたまた、ヴォルスの作か？興奮気味に作者の名を尋ねると、
なんと赤江珠緒氏とのこと。しかも、抽象絵画ではなく、具象画である
という。タイトルは《月夜に踊るアフリカの木》。確かに、一度そう言
われてみたら、木にしか見えず。それも、月夜に踊る木、アフリカの木
にしか見えません。仕事柄、数多くの名画を目にしてきましたが、これ
ほどまでにタイトルの重要性を感じる名画を僕は知りません！情景を端
的にかつ的確に言い表せるのは、一流パーソナリティの赤江氏ならでは
の才と言えましょう。
　さて、改めて、この絵を観てみたい。注目すべきは、画面の左側です。
木の一部が不自然に切り取られていることに気が付かされます。古今東西、
多くの画家が木を描いてきましたが、えてして全体像は画面内に収まって
いるもの。なぜ、赤江氏はこのように木を描いたのか？右側は収まってい
るだけに、何かしらの意図を感じずにはいられません。さらに、根っこの

美術の面白さを伝えられるのか。コーナーが始まった頃はとにかく必死
に喋っていた気がします。そんな僕に対し、温かく頷いてくれる赤江さ
んと大吉さん。ある時、そのお二人の目が「そんなに頑張らなくていい
んだから。楽しめばいいんだよ」と言ってくれているように感じられま
して。それからは少しリラックスして本番に臨めるようになりました。
その証拠に、ここ最近は衣装ではなく、普段着で出演しています(笑)。
　最後にこの場を借りて、美術館や作品の情報を放送中にTwitterで呟いて
くれているリスナーの皆様に心より御礼を。皆様のフォローがあってこそ、
このコーナーは成立しています！これからもよろしくお願いいたします。

アートテラー・とに～

あーとてらー・とに～ ─毎月第3水曜日に「展覧会のエ～～ッ！？」を担当。美術を面白おかし
く紹介する仕事＝アートテラーとして活動。

　はじめは「キラキラ！」だった。小島慶子さんの番組に年に一度程度、
呼ばれてテキトーなことをしゃべるようになった。このときも「おもし
ろい大人」というコーナー名だったか、覚えてない。
「たまむすび」になっても、同様に年一ペースで呼ばれた。
「年に一度程度ラジオに出る人」って、変だ。タレントさんやアナウン
サーならもっと頻繁に出る。文化人なら（その人の語るべき話題のとき
に）不定期で出る。そうでない人は一生に一度か、一度も出演しない。
　定期的、だけど年一ペース。スキルが培われないし、慣れないし、でも生涯
に一度でもないから初々しさもなくなった。苦労というほどの苦労でもないが、
独特な慣れなさについて、「分かる分かる」と言い合える人にも出会えない。
「たまむすび」最初の出演時、赤江さんの印象は薄く、僕はピエール瀧
さんのほうばかり向いてしゃべった気がする。
　時間がたって、また呼ばれた。二度目（いや、三度目だったか？）の
とき、赤江さんはもうすっかり赤江さんだった。こなれたとか、上手に
なったとか、そういう「技術」のことではなく（技術も向上していたの
だろうが）、抽象的にしか言語化できないこと。「ペース」とか、その人
の「カラー」というべきものを発揮していて、驚いたというか、大げさ
にいうと敬虔な気持ちに僕は支配された。
　このとき僕は少女漫画のフロクが進化している、というネタを持って
行っていた。少子化時代の漫画雑誌の戦略で、次世代の漫画家育成のた
めのグッズが充実している、という話で、現物を持って行ってワイワイ
喋るのが面白いのでは、と踏んだのだ。
　組み立て式のポーズ人形をスタッフがあらかじめ組み立てておいてく

れたのを、赤江さんは相槌をうちながらいじっているうちに腕をもいで
壊してしまった。僕が瀧さんに説明している間に、何食わぬ顔で腕を戻
そうとして、戻らずに途中であきらめた。
　そういう「隙」というか（僕はあまり好きではない言葉だが、番組で
もよく使われる）「ポンコツ」ぶりが実に自然に発揮されていて、ああ、
これは誰でもできることではないぞと思った。そつなく「隙をみせな
い」の方が実は簡単にいつまでも続けられる。たとえば結婚相手の実家
にいって、人は何度目くらいに心から油断してくつろげるだろう。
「ペース」や「カラー」という曖昧きわまりないものを、決して場を支配
的に制するのでなく作りあげていける、能動的にくつろぐという赤江珠緒
の離れ業を僕は、「たまむすび」への緩慢な出演でみせられた気がする。
　年一出演が月一になっても、あまつさえ代打で二時間半を任されるこ
とがあっても、僕はずっと慣れない。
　瀧さんの代打を任されたとき、赤江さんは緊張する僕にとても親身
だった。スタジオを出てすぐ脇に、おにぎりや菓子やペットボトルのお
茶なんかがまとめて置いてあるところがあって、長いCMのときなんか
にさっとブースを出て、ささっと食べる。
　緊張する僕にそう教えてくれて、一緒になにかつまんだ。そこで赤江さん
はちょっと泣いた。瀧さんの話題になったわけではなかったと思う。ほんと
うにね、もうね、くらいの、主語を欠いた会話はあったか。脈絡のない、一
瞬の涙だった。僕はそれで、くだらなく、楽しくという気持ちを奮い立たせて、
その後の収録を自分なりに頑張った。赤江さんが常にそうしているようにし
ようと、素人なりに思ったのだ。今も、そのときの気持ちは心に灯っている。
　赤江さんの涙にはまたあとで遭遇するのだが（そのせいではないが、
その夜ゲロ酔いして大吉さんに介抱されるのだったが）そのことは書く
としても、二度目の武道館のパンフレットまでとっておくことにする。

ブルボン小林

ぶるぼん・こばやし ─毎月第1水曜日に「マンガ、ときどき本」を担当。漫画・ゲームの批評な
どを幅広い媒体で執筆中。

　TBSラジオの午後の番組のレギュラーになったのはたしか2004年で
すので、もう20年近くになります。4歳だった娘を日本に連れて行って、
赤坂のスタジオで僕が『ストリーム！』に生出演していた時、妻の実家
でラジオから流れる僕の声を聴いた娘が電話のようなものとカン違いし
て、ラジオに向かって「パパー！　パパー！」と叫んでいたそうですが、
その娘も、もう大学を出ました。
　20年近くレギュラーをしていると、TBSラジオの生出演はもう人生
の一部です。
　作業としてはまず、放送の前日、ディレクターと電話で打ち合わせし
ます。これはリハーサルみたいなもので、実際に番組で話しているつも
りで20分ほど話します。それをディレクターが台本にまとめてくれる
という段取りになっています。
　放送日は、日本時間の午後なので、僕が住んでいるカリフォルニア州
では、夏時間の夜11時、冬時間の夜10時です。お風呂も入って寝間着
に着替えて、仕事部屋で机に座って待機しますが、年をとるごとに就寝
時間が早くなり、最近はつい、うつらうつらしてしまいます。
　アメリカ国内に取材にでかけた時は、出演時間はもっと遅くなります。

ニューヨークなどの東海岸に行ってる時は、3時間遅くなるので、深夜
2時の出演になったりします。目覚ましを仕掛けるのですが、いつも、
寝過ごしたらどうしようとハラハラします。
　ある日、映画の取材に行って、ホテルの部屋に帰り、机にパソコンを
置いて、「たまむすび」出演の準備をしました。椅子に座ったら、出演
時間までまだ30分くらいあったので、ディレクターの御舩さんが書い
てくれた台本を読んでいまし……。
　目が覚めると、１時間以上経っていました。ソファの上に置いた携帯は
何度も鳴っていたようですが、バイブになっていて、気づきませんでした。
御舩さんは携帯に誰も出ないので、自宅にもかけてくれたそうですが、うっ
かり、ホテルの電話番号を家族にも知らせないまま出かけていたのです。
　ツイッターを見ると「町山、行方不明」「放送事故」「クビかな」など
の言葉がズラっと並んでいました。スタジオでは赤江さんと山里さんの
アドリブ・トークで20分切り抜けてくれたそうで、本当にご迷惑おかけ
しました。放送事故、ということでスタッフは始末書を書く羽目になっ
たそうです。それでも、クビにしないでもらえて本当に感謝しています。
　最近はZOOMのおかげでおたがいの顔を見ることができるように
なったので、もし、寝落ちしてたら、起こしてもらえるから安心です。
てか、もう寝るなよ！

町山智浩

まちやま・ともひろ ─毎週火曜日の「アメリカ流れ者」を担当。宝島社社員を経て、洋泉社にて
『映画秘宝』を創刊。映画評論家、コラムニスト。

おなじみ15時台のコラムコーナー「おもしろい大人」に出演するブルボン小林さん、
町山智浩さん、アートテラー・とに～さんによるパンフレット・オリジナルコラム！
「たまむすび」との思い出などについて教えてくれました！

ようなものも、左に向かっ
て大きく成長を遂げていま
す。これもまたおそらく何
かの暗示。この絵に隠され
た謎、俗にいう「珠緒コー
ド」はいつの日にか明らか
になるのか。そのためには、
TBSの社長室ではなく、多
くの人の目に触れる美術館
博物館で展示されることを
願うばかりです。
　ビジュアルが無いラジオ
という媒体で、どうすれば

【TBSラジオ「たまむすび」】
10周年武道館イベント オリジナルパンフレット制作

※ネット料金になります

※キャスティングが必要な場合は別途ギャランティが発生致します

※制作費は内容によって変動する場合がございます



ライブ配信 -プラン一例
ソリューション

PRテーマに合わせて、多くの読者にリーチ可能なオンラインイベ
ント企画を立案し集客や実施まで行います。

料金：500万円～

告知：雑誌掲載、WEB特集・レポート記事作成、SNS投稿

※ネット料金になります

※キャスティングが必要な場合は別途ギャランティが発生致します

※制作費は内容によって変動する場合がございます

※配信形式はお打ち合わせにてご相談ください

【BE=PAL FOREST CAMP 2020】
期間限定YouTubeライブ配信イベント制作



運営会社概要

ABOUT GEEKPICTURES



ABOUT GEEKPICTURES

TVCM･映画･ミュージックビデオなどマルチメディアにおける映像コンテンツの
企画･制作からキャラクターIPコンテンツ、NFT、WEBCOMICの開発・運用や
イベント･セールスプロモーションの企画制作、までデジタルメディアの企画･運
営まで幅広く手がける総合プロモーション会社

株式会社ギークピクチュアズ

ソフトバンク
SoftBank Air「白戸家 工事される」

ユニクロ
UNIQLO 2021Spring/Summer
「LifeとWear」

サントリー
クラフトボス「宇宙人ジョーンズ・稽
古場」

大塚製薬
ポカリスエット「ポカリ青ダンス 魂
の叫び」

渡辺直美
「Lady Gaga “Rain On Me” 」

スマートニュース
クーポン祭「びっくり」

ENEOS
ENEOSでんき「主婦ともだち」

NTTドコモ
ドコモ「カンナとミナミと星野先生」

会社概要

設立 2007年2月5日
代表 小佐野保
本社 東京都渋谷区神宮前2-27-5



業務領域

T V - CM
広告映像 MV・映画

テレビ グローバル
プロジェクト

クリエイター
マネージメント

プロモーション

CG / V F X

グラフィック

音楽
映像美術

空間デザイン

I P

メディア

DX・A I

不動産
リノベーション

スタジオ

デジタル
プロジェクト

XR

Unexpec ted  Powe rs  Un i t ed .

アニメーション

ABOUT GEEKPICTURES



GEEKPICTURES グループ

企画・演出 コンテンツプロデュース 映画ポストプロダクションメディア・プロモーション

CG / V F X I P コンテンツ 映像・空間クリエイティブ デジタルコンテンツ制作

アニメーション 美術・スペースデザイン 音楽制作・出版 クリエイターマネージメント

海外拠点
（シンガポール）

海外拠点
（バンコク）

海外拠点
（上海）

海外拠点
（インド）

ABOUT GEEKPICTURES



CINEMAS+ 製作委員会

（株式会社フォンテーン・株式会社ギークピクチュアズ）

菅原・田中

thank@cinema.ne.jp

甘利

amari@cinema.ne.jp

株式会社フォンテーン 株式会社ギークピクチュアズ

「CINEMAS+ MAGAZINE」発売元

株式会社東京ニュース通信社

https://tokyonews.co.jp/


